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　橋詰壽人市長は、各議案の提案説明に先立ち、「政
府が交渉を進めてきた、環太平洋経済連携協定（Ｔ
ＰＰ）は、10月５日に参加12カ国との間で大筋合
意に至り、コメ、小麦など重要５品目、いわゆる
『聖域』についても、輸入枠設定や関税の大幅削減
が約束されました。安倍首相は、大筋合意を受けて、
『生産者が安心して再生産に取り組むことができる
ように、万全の対策を実施していく』と述べ、日
本の農業をしっかり守っていく姿勢を示しました。
一方で、『ＴＰＰをピンチでなく、チャンスにして
いかなければならない』とも述べています。本協
定は、国民生活や経済活動の幅広い分野で大きな
影響を及ぼすことが懸念されています。特に、第
一次産業を基幹産業とする高知県や本市には、産
業振興に大きな影響を与える問題です。国には、
日本の農業をしっかりと守りつつ、同時に集約化
や高付加価値化を通じた競争力向上の制度設計に

より、地域経済を発展させる施策を進めていくこ
とを期待します。社会保障・税番号制度については、
本年10月５日にマイナンバー法が施行されました。
11月中旬以降、個人番号通知カードが市民の皆さ
まに送付されていますが、不在などで返戻された
通知カードは、早期に市民の皆さまにお届けでき
るよう努めます。来年１月からは市役所でも、個
人番号を申請書類に書いていただく手続きが始ま
ります。法施行後、全国で個人番号に係る事務処
理の誤りなど、さまざまな問題が発生しています
が、市民の皆さまに安心していただけるよう、個
人番号をはじめ、個人情報の管理について、今後
も細心の注意を払い、番号制度が市民の皆さまの
利便性向上につながるよう、取り組みます。」と述
べた後、主要な課題について報告しました。

（内容はあらましです）
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避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

の
作
成

大
規
模
災
害
対
策

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
が
作
成

さ
れ
た
た
め
、
10
月
18
日
に
同
セ

ン
タ
ー
で
、
日
章
地
区
な
ど
の
住

民
が
参
加
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の

説
明
を
受
け
た
後
、
避
難
所
で
の

受
付
や
避
難
所
で
起
こ
り
得
る
事

案
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域

の
避
難
所
準
備
委
員
会
で
検
討
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
避
難
所
運
営
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
進
め
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

住
宅
耐
震
化
の
促
進

　

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
本
年

度
の
実
施
状
況
は
、
10
月
末
現
在

で
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
住
宅
が

50
棟
、
耐
震
工
事
に
至
っ
た
住
宅

が
32
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月

か
ら
は
大
埇
地
区
で
、
市
職
員
と

建
築
士
な
ど
に
よ
る
戸
別
訪
問
を

開
始
し
、
住
宅
耐
震
改
修
の
必
要

性
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、
耐
震
改
修
の
実
施
率
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

合
同
訓
練
の
実
施

　

９
月
19
日
、
20
日
に
、
本
市
を

会
場
と
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、
高
知
県

緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
・
応
援
合

同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
県
内

15
消
防
本
部
、
市
災
害
対
策
本
部
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
む
25
機

関
330
名
の
参
加
に
よ
り
、
応
援
要

請
訓
練
、
野
営
訓
練
・
救
助
訓
練

な
ど
の
各
部
隊
に
よ
る
連
携
活
動

を
実
施
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
高

知
県
隊
編
成
時
に
お
け
る
派
遣
隊

員
の
充
実
お
よ
び
受
援
力
の
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

防
災
教
育
の
推
進

　

実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
の

県
の
指
定
校
で
あ
る
奈
路
小
学
校

が
、
12
月
１
日
に
「
防
災
教
育
講

演
会
」
を
開
催
し
、
姉
妹
都
市
・

岩
沼
市
と
の
交
流
事
業
に
参
加
し

た
児
童
の
発
表
や
、
防
災
教
育
の

実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
学
校
を
核
と
し
た
地
域
ぐ
る
み

の
防
災
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

高
知
高
専
の
開
発
ア
プ
リ
が

　

｢

内
閣
総
理
大
臣
賞｣

を
受
賞

　

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
が
開

発
し
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
安
否
確

認
ア
プ
リ
「
つ
な
が
っ
タ
ワ
ー
」

は
、
本
市
と
の
連
携
事
業
に
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
用
性
・
完

成
度
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
、
「
も

の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
の
「
内
閣

総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
全
国
高
等
専
門
学
校
第

25
回
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
「
最
優
秀
賞
」
に
次
ぐ
受

賞
と
な
り
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

第
４
次
総
合
計
画

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
第
４
次
総

合
計
画
の
策
定
状
況
は
、
11
月
12

日
、
南
国
市
行
政
計
画
審
議
会
に

素
案
を
諮
り
、
審
議
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
12
月
１
日
か
ら
28
日

ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
、
素
案
に
対

す
る
同
審
議
会
で
の
意
見
や
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
参
考
に

し
、
最
終
案
を
ま
と
め
、
１
月
下

旬
に
同
審
議
会
に
諮
り
ま
す
。

　

２
月
に
速
報
集
計
を
公
表

平
成
27
年
国
勢
調
査

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、
世
帯

か
ら
回
収
し
た
調
査
書
類
を
審
査

し
、
11
月
末
に
県
へ
提
出
し
ま
し

た
。
今
回
か
ら
導
入
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
は
、
本
市
で
は

全
世
帯
数
の
３
割
程
度
で
し
た
。

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
集
計
は
、

来
年
２
月
に
総
務
省
統
計
局
か
ら

公
表
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
２
名
の
隊
員
が
着
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
10
月

に
新
た
に
２
名
が
隊
員
と
し
て
着

任
し
、
合
計
３
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
は
、
地
域
の
情
報
を

得
る
た
め
に
現
地
を
廻
り
、
地
域

活
動
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

に
と
ど
ま
ら
ず
、
隊
員
が
関
わ
っ

た
地
域
活
動
が
活
発
化
し
、
継
続

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
地
域
と

と
も
に
進
め
ま
す
。

　

特
定
健
診
受
診
の
推
進

生
活
習
慣
病
予
防

　

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
は
33
・
２
％
で
、
前
年
度
よ
り

2.6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
12

月
19
日
に
は
「
健
康
な
ん
こ
く
☆

き
ら
り
☆
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
を

開
催
し
、
健
康
づ
く
り
と
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
を
行

い
ま
す
。

　

妊
婦
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施

育
児
支
援
対
策

　

昨
年
９
月
よ
り
、
妊
娠
中
か
ら

の
支
援
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
高
知
病
院

の
看
護
師
、
助
産
師
、
小
児
科
医

お
よ
び
市
と
の
間
で
、
妊
産
婦
の

情
報
共
有
を
行
い
、
支
援
の
役
割

分
担
と
相
互
の
連
携
を
図
る
た
め
、

「
妊
婦
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
毎

月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

８
月
現
在
で
妊
婦
128
人
、
産
婦
45

人
に
つ
い
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相

互
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
早
期

か
ら
受
診
状
況
の
把
握
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
医
療
と

地
域
の
双
方
が
協
力
し
、
注
意
を

要
す
る
妊
産
婦
を
把
握
し
、
早
期

の
育
児
支
援
対
策
を
図
り
ま
す
。

　

助
産
師
に
よ
る
乳
児
家
庭
の

　

全
戸
訪
問
を
実
施

　

本
年
４
月
か
ら
助
産
師
に
よ
る

乳
児
家
庭
の
全
戸
訪
問
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

里
帰
り
で
不
在
の
方
や
病
院
管
理

の
方
を
除
き
、
ほ
ぼ
出
産
後
２
カ

月
以
内
に
訪
問
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
早
期
に
支
援
の
必
要
な
家

庭
の
把
握
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
地
域

で
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ
開
始

廃
棄
物
処
理

　

11
月
か
ら
粗
大
ご
み
の
受
入
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
布
団
や
家

具
な
ど
の
粗
大
ご
み
は
、
従
来
は
、

規
定
の
大
き
さ
に
分
解
・
破
壊
し
、

素
材
ご
と
に
分
別
し
て
排
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
受
入
事

業
の
開
始
に
よ
り
、
粗
大
ご
み
を

処
分
場
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
廃
棄
物
処
理
の
利
便
性
の
向
上

と
、
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

棚
田
で
の
稲
刈
り
体
験

米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー

　

上
倉
地
区
の
棚
田
で
、
第
19
回

米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー
の
稲
刈

り
体
験
が
10
月
５
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
後
免
野
田
小

学
校
・
三
和
小
学
校
の
５
年
生
の

児
童
と
保
護
者
が
６
月
の
田
植
え

に
続
い
て
、
黄
金
色
に
実
っ
た
稲

穂
を
丁
寧
に
鎌
で
刈
り
取
り
、
収

穫
の
喜
び
を
体
感
し
ま
し
た
。
食

育
と
地
産
地
消
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
高
知
県
や
南
国
市
中
山
間
地

域
活
性
化
推
進
協
議
会
等
と
と
も

に
、
来
年
度
以
降
も
事
業
の
継
続

を
図
り
ま
す
。

　

ま
ほ
ろ
ば
畑
が

　

５
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ま
ほ
ろ
ば

畑
は
、
10
月
13
日
に
５
周
年
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
５
年
目

も
好
評
を
得
な
が
ら
高
い
集
客
数

を
維
持
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
ま
ほ
ろ
ば
畑
の
充
実
に
向

け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
か
ら
２
頭
が
参
加

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

　

10
月
23
日
か
ら
第
14
回
全
日
本

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
北
海
道

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
県
か

ら
は
３
頭
、
う
ち
２
頭
が
南
国
市

か
ら
参
加
し
、
乳
牛
改
良
の
成
果

や
酪
農
に
か
け
る
思
い
を
発
表
し
、

全
国
レ
ベ
ル
の
乳
牛
と
乳
器
な
ど

の
優
劣
を
競
い
ま
し
た
。

　

３
市
連
携
で
「
物
部
川
流
域

　

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

観
光
イ
ベ
ン
ト

　

９
月
27
日
に
、
本
市
、
香
南
市
、

香
美
市
の
商
工
会
お
よ
び
観
光
協

会
が
中
心
と
な
り
、
香
南
市
の
天

然
色
劇
場
で
「
物
部
川
の
恵
み
」

を
テ
ー
マ
に
「
物
部
川
流
域
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
物
部

川
流
域
の
３
市
が
官
民
合
同
で
行

う
初
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
後

も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

３
市
に
お
け
る
観
光
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

第
２
次
地
域
福
祉
計
画

　

平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
の
計

画
期
間
で
あ
る
「
第
２
次
南
国
市

地
域
福
祉
計
画
」
は
、
本
年
度
中

に
、
ニ
ー
ズ
調
査
お
よ
び
調
査
結

果
の
分
析
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

本
計
画
は
南
国
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
策
定
す
る
「
南
国
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
と
一
体
的
に
策
定

し
ま
す
。

　

国
府
小
学
校
児
童
に
よ
る

　

土
佐
日
記
朗
読
奉
納

土
佐
日
記
門
出
の
ま
つ
り

　

11
月
１
日
に
、
第
32
回
土
佐
日

記
門
出
の
ま
つ
り
が
紀
貫
之
邸
跡
、

古
今
集
の
庭
で
開
催
さ
れ
、
国
府

小
学
校
児
童
に
よ
る
土
佐
日
記
朗

読
奉
納
な
ど
、
土
佐
日
記
を
記
し

た
紀
貫
之
卿
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、

そ
の
功
績
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。


